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ニ 書評

性格を拉•つものであるし， 特者もこの｝，尺を否定してItし、

なし‘,tたこ(/)点はキク L部放地区U)ケースをケニアリ）

他の地区の 1-J也改他あるし、はア 71) 力 0) ｛也の地域の—I

地改革の参苔とするとぎilり立を要する，,,',>，て 1,ある ・ヤク

1 部放地1A])―|：地改h'；は、伝統的な「1't習(I)tどで1：地に

権利をli, 9てし｀た者に払｛［地 (Freehold) をり・X..たが．

ナてに発生してし、たアホイ (ahoi)と呼はオしる一種の小{i

｝ヽおよび部肢地1~・外からマ Iうマウ，lf件の［祭地区l)、J ヽ移動

さjL Iレこ行の大部分に対しては1•地をりえた I) 、,,’•こ，，lp;/l

．．）に対しては， 1'1人人柏地を政府が買'，、 L-.1Jて 1：地を移

転とせる，、寸）ゆる］（）（）万エーカー9,1-|Ihiによ，てはじめ

て1ー：地が与え凡れるのであり、したが 9 ，て改革の成呆It, 

この二＇）を対にして衿えられ Jiはなしなヽ｀てあろう

が記された 1地を私り地として，忍めるか，｛fi・地 (Leaヽl‘.

hold)どして認ぶ） 9．J1）、とし、．ー），i義向に終11.f'）を41ち，私hJ川

を選んだ1957り(I)、1人案作成委ii会c1)成正に,)し、ごlp, l汀）

は，そのI女ぼす影限が11'i;:;に大きし、にもかか、l）らず決出

に干る経緯に／）し、・ごト，杯での，＇砂 lが少なし、 こ仇l,1ょに／，

し、てはヤクユ部帆l<1・'|身いうちても芳え力り］かれて'{‘I←
ど息、J）」し， 4叫:•U)．tぅ：こキクエ杭，牡1ごヤアン ／`池J戒(/)

ヤクJ:t私{i地を欲しズし、た (Il.I K5) ど、 あ[り 1:.1 
倍iliiに‘,1,:1]りし1)オしれ＼、も(/)があ ，／このてit ti \‘た，•)うか

tた十地に対するK期的j）、/）安定的な権利を IJえ、＇l[；買

II[能な財とするこピを II的とするのてあ．IIば、イIhj人にl¥

咄廿地権を付りナることいほうに幾多い灰所が，（9）9,1・: (/） 

ではなし、だろう l），とし、う疑間が八る

竹：行It結論の部ク｝にt；し、て，こ v)I：地改吊J)も、だらす―

iHI'• 1••(/ ）間題，1払ど·}災業 1．の間諷，＇，＇、を提ホ L -::-し、る， 1'1ii者

に,,し、ては特に均分中1！続による再細分化に＇）し、ご il応~、左

喚起してし、る，特に現在で 1,.)、多）f間をl,＼つヤク・1帖：

にと＇，てこの危除 ii大きし、, I：地岱叫人に上り、小卜11:J肌

Ill)はある最低伽積以卜•!)）細分化を快すろ杓限を j!i, C ¥、

るが，現実にはほしんとす 9.、-c(/）細分化を忍め・、―ぎこ＼ヽ

る，さらに細分化が実Ii祭に1t i iti.j）;/l ・cc,,、9，・）に i",J，ルヽオ）
らず、 これを校心した＼、とし、う例が多く見らAl.'.) 

t fこ1：地の化『'UtI：地改り＼：後」I祁；1こ少パ： 9 1地のり、

偵現銀はも沿じ油に上ろ，1)ヽぎ I)・:_,it t だ見，•9、1l ti. I9、カ・， L 

／Jヽ し登晶外(/)I地 l/)移,1,.r、7);発生する lljfiE I‘li i t多く、 ・［た

想記された借地がふえ、新し＼、地 i小 (1•関係が発牛 L,

/)店ろごとを花・行It指摘しこし、;:, I：地改吊1こt,9,.ii {， 

叫らかな成果Ii、 1：地にl'>tlして個人が此期］）裁1’Ilに出'1し’

することがなく t1:’｝に、,,'.(て， こiしはキク l-1) • K’'、llil叩／，9

て:-:'-tこ｛， 0)で、hiJ, 、―リ），山、てIt-1 ・分ti:、必足I，,1jえる-l 

ができたとしてし、るし

IJ.き tく間題は第 2点の農業間題すなわわり・えら

れ，':.·I•地で戦かな農業経‘常を行なうことができるかどう

かにかか，てくる。竹者はこの』点に関して政府の股務省

の行政宜ご）•1•1 行政宜の若えの対立があり彎け.,きょくトi)i

雌it.:小滉模の1：地所打に反対する農務省の意見を押え

て、改革>l,1時の政治上の Il 的を優先させたJ,1•1行政官の考

よ力刈i）たことを指摘し，生存経済しか常めなし、規模（「）

股地I1i打をも許してし t’)／トこと述べる，，このため‘り初期

竹どれてし、た農業革命は起こらなか 9)たと評者は述べて

し、るが， こ0)，点では本料が芯かれた後のキクユ地区のり嬰

業発展には兄るべき成果があり，特にコーヒーや茶のよ

うな収益性の翡い商品作物の導人が進んだ地域では， 上

り梨観（lりな見方もてぎるのではなし、だろうかしし、ずれに

しても、 ヤクユ部ti久地区の1：地間題は， より 1ぷし、地域て

舶KされねItならなし、とし、う柑者の結論には賛成せさる

をえな＼、いそしてこの，＇，＇、しが現在のケニアの開発 5カ釘，，I
圃にわ＼、て、他の部版地区(/)|：地総合整即と登記を進め

しりしナる政府の—|川｝也政策となー）て現われてぎて＇ヽ‘るの

で，もうが，他(I)部1氏のある to-JIt， こいような土地政策

I―,1 | ?it l i il¥ht t(,1 ~、しこし、;:,こども付，記しておぎたし、，

I, 9,I乱 •!i~i/if‘i信bi;,1/Ill,'', J、)
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海外からの来訪者

l叫 1|90)，、餅外から 0)来訪者はつぎのとおりである c

111 I:.!月:.!OIi. Prof. M.A. 1¥niヽ （カイロ大学歴史‘学'

叶i{「教投）が‘'i(,JI布噌大塚研究会・林研究会を中心ど

する I11 ~ゞ応代化詞諭公 I に出席するため来所

心） 1 2 l i 1 3 1 1. I’rof, [¥I I llagal、i(DPpar1men1 of 

F人'onomi,・s,l'. ni 1・c←ity of :vlontrc・al)．が‘.'i研究所にお

ける闘介研究状況および出版活動について懇談するため

、KI叶
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